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　1972年9月29日、日本の田中角栄首相、大

平正芳外相、および中国の周恩来総理・姫

鵬飛外相らの間において、日中共同声明が

署名され、日中の国交が回復された。この

時期以後、学術交流が次第に盛んになって

いった。しかし、国交回復以前においても、

それぞれの学問分野で門戸を開こうとする

努力がなされた。金属学の分野では金研の

研究者が中心となって表記の会議を結成

し、訪中代表団を送るなどの活動が行われ

た。手元にこの「会議」の会報があるので、

それを眺めながら足跡を辿ってみよう。

　1964年8月に開催された北京科学シンポ

ジウムに参加した下平教授（写真1金研）、

渡辺浩教授（金研）は仙台地区の金属研究

者の要望をもとに中国側関係者と接触し、

日中学術交流のきっかけを探った。その結

果、北京鋼鉄学院副校長　張文奇、東北大

金研　広根徳太郎　をそれぞれの窓口と

して金属学分野での交流を促進することが

合意された。この年の秋には中国から科学

院金属研究所　韓耀文　教授、北京鋼鉄

学院　李振南　教授が金研を訪問され、日

本金属学会と中国金属学会の間で学会誌

の定期的交換が実現した。

　以上の背景をもとに、 北大、東北大、東

大、明大、京大、名大、阪大、広大、九大、理研

などからの56人を発起人として、金属学日

中交流連絡会議が結成され、1966年4月、

第1回総会が東京で開かれた。その際、会長

には広根徳太郎教授（金研所長）が推薦さ

れ、下平三郎教授（写真1）が事務局長とな

り、その研究室に事務局が置かれることに

なった。また、B5版8頁の「会報」No.1（写真

2）がこの年の5月に発行され、会長挨拶、発

足までの経過報告、会則案、中国科学院金

属研究所の紹介、などが掲載されている。

　この会議の事業の一つとして企画された

訪中代表団は1967年7月に実現した。一行

は20日間にわたって、広州、北京、瀋陽、撫

順、上海などを訪れ、2つの大学、1研究所、6

工業施設などで8回の学術講演、施設見学

などを行った。団員は以下の6名である。 

　足立彰（団長。阪大工）、川野豊（秘書長。

京大工）、辛島誠一（東北大工）、丸山益輝

（広大工）、山路賢吉（日立電線）、安達健五

（名大工）。

　ところで、中国では1965年11月10日、姚

文元が上海の新聞「文匯報」に「新編歴史

劇『海瑞罷官』を評す」を発表し、毛沢東か

ら批判された彭徳懐を暗に弁護した戯曲

『海端罷官』を批判したことをきっかけに、

いわゆるプロレタリア文化大革命が始ま

り、1966年8月以降中国共産党中央は麻痺

し、陳伯達・江青らの文化革命小組がそれ

に代わった。代表団の訪中は文革が激化す

るさなかに行われたのである。その後、訪日

代表団の招聘、第2次代表団の派遣が企画

されたが、中国側の体制が整わないために

しばらく静観することになった。会報の最

終号は、1969年10月発行のNo.11である。筆

者はこの会議の事務局の一人として活動を

支えたが、1969年9月から2年間、海外出張

し、この間にこの会議は休業状態のまま自

然消滅した。1972年の国交回復後、さらに

は1977年の文革終結宣言以降、両国政府

間の合意に基づく交流が進む中でこのよう

な有志による活動は不必要になった。しか

し、会議に参加していた人々がその後中国

との学術交流において積極的な役割を果

たしたことは、この活動の大きな遺産であ

るといえよう。

　この会議の活動に際しては、長崎誠三氏

（写真3：アグネ技術センター、金研OB、故

人）が終始支援を惜しまれなかったこと、

事務局活動には橋本功二、中道琢郎氏をは

じめとする金研の教官･院生が協力したこ

とを記しておきたい。

写真1：下平三郎名誉教授
 (事務局長を務めた)

写真2：金属学日中交流連絡会議の会報  No.1
 （1966年5月発行）

写真3：長崎誠三氏
（元金研助教授。アグ
ネ技術センター社長。
金属学日中交流推進
の陰の功労者）

中国との学術交流 2
金属学日中交流連絡会議
京都大学名誉教授（1964-85 金研に勤務）
小岩　昌宏
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